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Summary

The number of pet animals having type I amergic symptoms have increased under a change of breeding environments･

The type I allergic disease is mainly discussed to be associable to a skewed T helper吋pe 1 (Thュ) /T helper吋pc 2 (Th2)

cell balance. In recent years, Some investigators demonstrated that numerous lactic acid bacteria and their celldar com-

ponents reduce allergic symptoms via not only shifting the Th上/Th2 balance from a Th2-dominant state to a Thl-

dominant state but also inducing of regulatory T cells. On the other hand, lactic acid bacteria and their cell components

are found to modulate immune responses via pattern recognition receptors (PRRs) such as Toll-like receptor (TLR) and

nucleotide-binding oligomerization domain (NOD). In our studies, it was suggested that Lactobacillus crispatus KT-ll

strain reduced allergic symptoms in NC/Nga mice by the adjustment of Thl and Th2 balancevia TLR2, NODl and

NOD2. It is known that PRRs express on intestinal tract in dogs and cats. Thus, it is expectedthat lactic acid bacteria

may be a pet food materials for a reduction of allerglC Symptoms.

はじめに

わが国では,少子高齢化を背景として若年層の高齢者

医療費の負担が懸念されるために高齢者自らによる健康

維持に関する意識の向上が望まれ　国策により食の健康

面における重要性が唱えられている1)｡そのような背景

から乳酸菌は磯能性食品の代名詞と言っても過言ではな

い状態にあり,経口摂取した乳酸菌が宿主に多くの有益

な作用を生じることは周知のところである2)0

総務省統計局が発表した｢2008年10月1日現在の推

計人口｣によると, 0-14歳齢の年少人口は1,717万6

千人であり3),ペットフード協会が公表した2008年度に

日本国内でペットとして飼育されているイヌおよびネコ
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の累計は約2,683万頭である4)｡このことは,ペットの

飼育頭数が子供の人口をはるかに凌ぐことを示してい

る｡このようなペットブームの背景には,日本人の生活

に経済的なゆとりができたことやメディアの影響により

小型犬の愛くるしさに注目が集まりペットに癒しを求め

るようになったことが関係しているものと思われる｡し

かし,最近のペットを取り巻く様々な飼育環境の変化に

基づき, Fig. 1に示すように,アレルギー性皮膚炎を患

うイヌが小動物診療現場において多く観察されるように

なっている5)｡そこで本稿では,乳酸菌の抗アレルギー

作用に着目したペットフードの開発の可能性について考

察する｡

アレルギー発症のメカニズムとその制御

アレルギーは,その発症のメカニズムの違いによりⅠ

型～Ⅳ型の4つに大別される6)｡その中でも,わが国に
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Figl 1 The major disease (A) and type of dermatopa-

thia (B) in pet dogs. The major disease was in-

vestlgated for 543 dogs that have disease of

somethingl The dermatopathia was investlgated

for 223 dogs diagnosed as dermatopathia. Data

are including repetition data. lne data are orlgl-

nated from Sonoda et al.5)

おいてとりわけ患者数の多い花粉症やアトピー性皮膚炎

はⅠ型(即時性)アレルギーに分類される6)｡通常,免

疫系はそれに関与する物質により細胞性免疫梯樺と液性

免疫機構に大別され,それらはヘルパーT細胞のサブ

セットであるⅠ塾ヘルパーT(Thュ)細胞とⅡ型ヘルパー

T (Th2)細胞により調節されている7)0 Ⅰ塾アレルギー

の発症は,体外から侵入した抗原が抗原提示細胞によっ

て捕食され,その抗原断片の提示を受けたヘルパーT

細胞が優先的にTh2細胞に分化することから始まる｡

Th2細胞はインターロイキン(ILト4, IL-5などのサイ

トカインを分泌し,それらのサイトカインの刺激を受け

てB細胞は抗原に特異的な免疫グロブリン(Ig) Eを

産生する8,9).産生されたIgEは肥満細胞のFcE受容体

に結合し,抗原が再び侵入してそのIgEに結合する

と,それが引き金となり化学伝達物質であるヒスタミン

やロイコトルエンが肥満細胞から大量に放出されてアレ

ルギー症状を呈する10)｡従来,寄生虫の排除機構とし

て働いていたIgEが環境衛生面の向上により寄生虫の

感染が減少することにより花粉やダニなど生活環境に存

在する物質に過敏に反応するようになりアレルギー患者

が増加したと考えられている11･12)0

1989年, StrachanはヘルパーT細胞のThl細胞や

Th2細胞への選択的な分化,すなわちThl/Th2バラン

スがアレルギー患者ではTh2優位となることについて

｢衛生仮説｣を提唱した13-14)｡すなわち,胎児および新

生児期の免疫応答はTh2優位になっているが15),生後
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の発達に伴い様々なウィルスや細菌の刺激により抗原提

示細胞から産生されるIL-12がThl細胞にインターフ

ェロン(IFNトγの産生を促し,そのIFN-γがTh2細

胞から産生されるIL-4やIL-5を抑制することにより

Thュ/Th2バランスの是正が生じる16･17)｡しかし,近年

では抗生物質やワクチンの接種により,結核に代表され

るThl細胞分化を誘導する細菌の暴露やウィルス感染

による棟会が減少した｡そのために,出生後の初期の時

期に十分なThl細胞への分化の刺激が得られず, Th2

優位の状態が継続されることによりアレルギーを発症す

るというのである｡

一方,最近では免疫応答を制御する調節性T細胞も

アレルギーの発症に深く関係することが示されている｡

調節性T細胞はトランスフォーミング増殖因子(TGF)
-Bの高産生を特徴とするⅢ型ヘルパーT細胞(Th3)18),

IL-10の高産生を特徴とするⅠ型調節性T細胞

(Trl)19,20),フォークヘッドボックスP3 (Foxp3)の発

現を特徴とするCD4JCD25+調節性T細胞(Treg)21)

などに分類される｡これらの調節性T細胞は,過剰に

なった免疫応答を制御することにより免疫寛容を導くこ

とが明らかにされ,アレルギーの発症抑制に関与してい

ると考えられている22)0

乳酸菌の抗アレルギー作用

近年,乳酸菌がⅠ型アレルギーの症状改善,発症の遅

延または予防を行うという報告が数多くなされてい

る23･24)｡抗アレルギー作用のメカニズムは主として実験

用マウスを用いた経口投与試験により調べられている｡

NC/Nga系マウスは先天的に高いIgE産生能を有して

おり,ダニ抗原やピクリルグロライド(PiCl)に対して

高い感受性を持っている｡そのために,ダニ抗原に感作

しやすい通常の環境下での飼育,ダニ抗原の連続塗布や

皮内投与, PiClの連続塗布などにより,ヒトがアト

ピー性皮膚炎を生じた時と同じ状態になる25~27)｡また,

BALI∋/C系マウスは卵白アルブミン(OVA),卵白オポ

ムコイド(OVM),ウシβ一ラグトグロブリン(β-LG)

などを腹腔内投与すると,それらのタンパク質に対して

アレルギー症状を呈するようになる28~32)｡そのため

に,両マウスを用いた評価系により, Tablelに示すよ

うに,経口投与した乳酸菌の抗アレルギー作用が確認さ

れている｡ Table lから,乳酸菌の抗アレルギー作用は

Thl塾サイトカイン産生の促進とTh2型サイトカイン

産生の抑制を介したThl/Th2バランスの改善,ならび

に調節性T細胞機能の克進と関連付けられていること

がわかる｡

一方,最近になって免疫細胞は微生物やウィルス特有

の構造パターンを認識して生体防御を担う受容体
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Table 1 Anti-allergic effects of orally administered lactic acid bacteria in mice･

51

Lactic acid bacterium Strain Mu:euse　儲l Antigelng-Feci丘c Anti-allergic factor Reference

Lactobacillus acidoPhilus L-92　　　BALB/C　　↓　I (antil0VA)

Lactobacillus brevis SBC8803　BALB/c I I (anti-OVA)

Lactobacillus casei Shirota BALB /c t t (anti10VA)

Lactobacillus crisPatus KT111　NC/Nga　-　1 (anti-Df)

Lactobacillus gasseri OLL2809　BALB/C　　↓　　　　n.d.

Lactobacillus paracasei KW3110　BALB/C　　↓　I (anti10VA)

Lactobacillus Pentosus S-PT84　　BALB / C　　↓　　t (anti-OVA)

LnctobacillusPhmta7mm NRICO380　BALB/c n.d. t (anti-P-LG)

Lactobacillus rhamnosus GG NC/Nga　　-　　　　n.d.

BALB/c t I (antil0VA)

Lactococcus hZClis subsp. G50　　　BALB/C　　↓　-(anti-OVM)

hZCtis

Tetrage3WCOCCuS IwloPhi-　Th221　　BALB/c n.d. I (anti-OVA)

lug

Regulatory T cells (TGFIP increased)　　33

Improvement

Improvement

Improvement

Improvement

Improvement

工mprovement

Regdatory T

Improvement

of Thュ/Th2　　　　　　　　　31

of Thュ/Th2　　　　　　　　34

of Thュ/Th2 35

of Thュ/Th2　　　　　　　　36

of Thュ/Th2　　　　　　　　　37

of Thュ/Th2　　　　　　　　30

cells (IL-10 increased)

of Thュ/Th2　　　　　　　　32

Regulatory T cells (CD4+CD25+
Foxp3十cells increased)

Regdatory T cells (IL-10 increased)　　38

Regulatory T cells (TGFIPISeCreting　　　39

CD3十/CD4十T cells and Foxp3 ex-

pressions increased)

Improvement of Thュ/Th2　　　　　　　　29

Improvement of Thュ/Th2　　　　　　　　40

- : not significantly changed, I : significantly changed, n.d. : not determinded

Table 2　PRRs and their llgands.

Location of receptors PRRs Ligands Species

Cell surface TLRl/2　　　　Triacyl lipopeptides

TLR2　　　　　Peptidoglycan

Hemagglutinin

Lip oarabinomannan

TLR2/6　　　　Diacyl lipopeptides

Lipoteichoic acid

TLR4　　　　　Lip op olysaccharide

Envelope proteins

TLR5　　　　　　Flagellin

Endosome TLR3　　　　　Single-stranded RNA

Double-stranded RNA

即耶鮎D 1 mL L L 0 0T T T N N Single-stranded RNA

Single-stranded RNA

CpG oligodeoxynucleotides

iE-DAP

MDP

Bacteria and mycobacteria

Gram-p o sitive bacteria

Viruses

Mycobacteria

Mycoplasma

Bacteria

Gram-negative bacteria

Viruses

Bacteria

Viruses

Viruses

Viruses

Viruses

Bacteria and viruses

Bacteria

Bacteria

(PRR)を有することが明らかにされた41･42)0 Table2

に示すように細胞膜上に発現するToll様受容体(TLR)

1,2,4,5および6は主に菌体成分を,細胞内エンドソ-

ムに発現するTLR3, 7, 8および9は主に微生物やウィ

ルスに特徴的な核酸の配列を認識する43)｡また,細胞

内に存在するヌクレオチド多量体化ドメイン(NOD)

ファミリーは,微生物の細胞壁に含まれるペプチドグリ

カソの構成成分の一部であるγ-D-グルタミルーメソ-ジ

アミノピメリン酸(iE-DA戸)やムラミルジペプチド

(MDP)を認識する44)｡これらPRRに微生物やウィル

スの特定成分が結合すると,細胞内シグナル伝達経路を

介して核内転写因子である核内国子tcB (NF-KB)やイ

ンターフェロン制御因子(IRF)が活性化され,前者で

はIL-1β, IL-6, IL-12および臆癌憤死因子(TNF)-α

が,後者ではIFN-α/βの産生が誘導されることにより

感染防御椀構が成立すると考えられている45)0

Matsuguchi et al.46)紘, Lactobacillus casei YIT9029

秩(YIT9029)およびLactobacillus fermenium YITO159

秩(YITO159)から精製したリボティコ酸が,マウス

マクロファージ様株化細胞であるRAW264.7細胞によ

るTNF-αの産生を促すことを見出した｡しかし,その

活性はC57BL/6, C3H/HeNおよびC3H/HeJ系マウ
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ス牌臓細胞培養系では観察されるがTLR2欠損C57BL

/6系マウスの肝臓細胞培養系では観察できなかっ

た46)｡そこで,彼らはCD14およびTLR2遺伝子導入細

胞にYIT9029およびYITO159を添加するとNF-〝Bの

活性化が観察されることを示すことにより, YIT9029

およびYITO159はTLR2を介してTNF-α産生を促進

すると結論づけた46). Tohno etal.47)は,ブタPRR遺伝

子導入細胞を用いて, Lnctococcus hZCtis subsp. cremoris

が生産する薗体外多糖(EPS)がTLRファミリーであ

るRadioprotective 105 (RPIO5) /MD-1に認識される

ことに基づき, EPSをブタRPIO5/MD-1遺伝子導入

細胞に添加するとIFN-㍗, IFN-αおよびIL-5遺伝子の

発現は促されるが, TGFIP, TNF-α, ILl6, IL-13および

IL-18遺伝子の発現には影響を及ぼさないことから,

EPSはRP105/MD-1を介してThlおよびTh2免疫応

答を促進すると考察した47)o Shimosatoetal.48)は,

TLR9遺伝子導入細胞を用いて,乳酸菌の染色体ゲノム

DNAのアデニン(A)とチミン(T)の並んだ特定の

塩基配列がTLR9に結合してThlサイトカインである

IFN-γやIL-12の遺伝子およびタンパク質レベルでの発

現を誘導することを示した｡

以上のように,乳酸菌の構成成分やその産生物質が細

胞分子レベルで免疫磯能に影響を及ぼすことが明らかに

されたことは,乳酸菌の抗アレルギー作用に関する知見

の信頼性を高めるだけでなく,抗アレルギー作用を有す

る食品やペットフードを開発する上でも極めて意義深い

ものと考えられる｡

抗アレルギー作用を有したペットフード素材としての

乳酸菌

イヌはヒトにとって最古の家畜であり,その起源は約

3万年前に遡るが,イヌと同様にペットとして人気の高

いネコは,その家畜化の歴史は浅く3500-4000年前か

らである49)｡本来,イヌは番犬として,ネコはネズミ

の天敵として,私たちの生活に役立たせるために飼養が

始まったと言われている49)｡しかし,最近ではそれら

イヌやネコは家族の一員として認識される傾向にあり,

1970年代頃から欧米では食用にする産業動物と区別す

る目的で伴侶動物(コンパニオンアニマル)と称される

までになった49)0

近年,わが国においては所得の上昇に伴う生活水準の

向上などを背景にペットの飼育頭数は増加傾向にある｡

ペットフード協会の発表によると, 2008年度のペット

の飼育頭数はイヌでは約1,310万頭,ネコでは約1,373万

頭になり,同協会による1994年度の調査報告と比較す

ると,イヌでは約1.4倍,ネコでは約1.8倍に増加してい

る4)｡さらに,飼い主がペットに対して同じ環境での生
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活を望むようなったことからペットの飼育環境は室外か

ら室内へと移行しつつあり,主に室外飼育とするイヌは

約15%,ネコは約5%程度と言われている50)｡このよう

な背景から,最近では噂好性や栄養価の高いペットフー

ドの供給や生活様式の変化による運動量の減少により,

ペットにおいてもヒトと同様に肥満,糖尿病,癌など様

々な疾病の発生が多くなっている51)0

既に述べたように最近ではペット,特にイヌのアレル

ギー性皮膚炎が小動物診療現場において多く観察される

ようになっている5)｡また,ネコにおいても慢性的な掻

痔を伴うアレルギ-性皮膚炎や食物アレルギーの症例が

報告されている52~54)｡これらペットのアレルギー性皮

膚炎の発症要因として,室内飼育,飼料の品質向上など

環境衛生面の向上が考えられることから,衛生仮説に基

づくアレルギーの発症であることが推察される｡治療方

法は,二次的な感染症であるマラセチアや濃皮症を治療

した後,抗ヒスタミン剤,副腎皮質ホルモン剤などで症

状の制御を行い,アレルギーの原因となっている抗原か

ら遠ざけることが一般的である55)｡しかし,一部の投

薬は免疫力の低下を招くことから感染症やその慢性化を

誘発するために,副作用が極めて少ない代替治療法が期

待されている｡最近では,ラグトフェリン,多価不飽和

脂肪酸,ビタミン煩,樹液エキス,カミツレ,ホヤ粉

莱,ハタケシメジなど食品やその構成成分が臨床データ

に基づき,ペットのアレルギー性皮膚炎を含む皮膚病の

改善を目的としたサプリメント素材として利用されてい

る56)0

Iwasaki et al.57)は,アトピー性皮膚炎躍患犬に対する

IFN-γの投与がアトピー性皮膚炎の症状を改善するこ

とを報告している｡この報告は,アトピー性皮膚炎曜患

犬においてThl免疫応答を促進させることにより,

Th上/Th2バランスの改善を介してアトピー性皮膚炎の

症状軽減に繋がることを示唆している｡また,永田58)

はペットとして飼育されているアトピー性皮膚炎羅患犬

60頭を対象に各種抗原との皮内反応と血清抗原特異IgE

レベルを調べ,いずれにおいてもダニ抗原に対して極め

て高い陽性率を示すとともに,ダニ抗原の中でもとりわ

けコナヒョウヒダニ(DenlWtOPhagoidesfarilWe)に対

して高い陽性率を示したことから,イヌのアトピー性皮

膚炎の主要な原因物質としてコナヒョウヒダニを挙げて

いる｡

一方,ネコではヒトのアレルギー性皮膚炎羅患者と同

様に,抗原特異IgEレベルの上昇および末梢血好酸球

数の増加を伴うアレルギー性皮膚炎の症例が報告されて

いる54･59)｡また, Horvath60)は,アレルギー性皮膚炎に

罷患したネコの大部分からネコノミ(CienocePhalides

fells)が分離されたことから,ネコのアレルギー性皮膚

炎の主要な原因物質としてネコノミを挙げている｡
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Marsclla61)紘, L. rhamlWSuS GG生菌を重篤なアト

ピー性皮膚炎を患う妊娠ピーグル種およびその出産後の

仔イヌに投与したところ,授与していない仔イヌと比較

してアレルギー症状では統計的に有意な軽減作用は見ら

れなかったが, Dfに対する血清IgEレベルの低下およ

び皮内反応を呈する仔イヌの数が減少したと報告してい

るo　すなわち, L. rhamnosusGGの経口投与はアト

ピー性皮膚炎の予防およびアレルギー症状の軽減に寄与

することが示唆される｡

以上のことから,乳酸菌はアレルギー羅患ペットのた

めの抗アレルギーペットフード素材としての利用が期待

できる｡しかし,ペットにおいて乳酸菌の抗アレルギー

作用を調べた臨床試験は,まだまだ少ないのが実情であ

る｡

乳酸菌を用いた杭アレルギーペットフードの開発に向けて

既に述べたように,経口的に投与した乳酸菌の免疫調

節作用を期待する場合,消化管においてTLR, NODフ

ァミリーなどのPRRに,乳酸菌体またはその構成成分

の一部が認識されることが不可欠である｡イヌおよびネ

コでは,これら受容体分子の腸管における遺伝子発現に

ついて報告されている62-巧7)0

Ignacio etal.64)紘, 1-1.5歳齢SPFネコのTLR1-9

の遺伝子発現量を調べ,小腸上皮細胞間リンパ球におい

てTLRl,4および6を除くTLR遺伝子の発現を,ま

た小腸粘膜固有層リンパ球においてTLRlおよび6を

除くTLR遺伝子の発現を観察している｡ Asahinaet

al.62)はネコの大腸においてTLR4遺伝子の強い発現

を,また小腸において弱い発現を観察した｡

一方,イヌの小腸ではTLR2,4および7遺伝子の発

現が観察されるがTLR9遺伝子の発現は観察されない

こと,大腸ではTLR2および7遺伝子の発現は観察さ

れるがTLR4および9遺伝子の発現は観察されないこ

とが報告されている62･63･65･67)0 Swerdlow et al.68)は6-8

週齢のイヌから分離した大腸上皮細胞においてTLR2,

4およびNOD2遺伝子の発現を観察している｡また,

Burgeneretal.66)は,イヌの十二指腸および大腸で

TLR9遺伝子の発現を観察している｡すなわち,イヌや

ネコの腸管においても多様なPRR分子が存在すること

は明らかであり,経口的に投与した乳酸菌を介してアレ

ルギーの予防や軽減が期待できる｡

著者らは, Fig. 2に示すようにマウス陣臓細胞培養系

においてLactobacillus (L. ) acidophilusおよびL. crispa-

iusの標準菌株よりもThl免疫応答を強く誘導する加熱

処理L. crisIPatus KT-11枚を,コナヒョウヒダニ抽出物

の連続皮内投与によりアトピー性皮膚炎症状を発症した

NC/Nga系マウスに経口投与すると,非投与マウスと
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Fig. 2　Total atlergic scores (A). serum levels of Der-

matophagol'des farinae-specific lgE (B) and ratio

of lFN-㍗+CD4+/lL-4+CD4+ spleen cells (C) of

NC/Nga mice administered with L. crl'spatus KTl

11. The bacterium was given every day from 6

Weeks of age. 0: Control (saline　500 ILL/

mouse). ▲: KT-ll (1 mg/saline　500　fEL/

mouse). The degree of erythema. hemorrhaging,

edema, scab/excoriation and scaling/dryness

was scored from 0 points (none) to 2 points (se-

vere). Serum levels of DermatophagoI'des

farl'nae-specific lgE and ratio of tFN-㍗+CD4十/lL-

4+CD4+ spleen ceHs were investigated at 21-

week old mice. Df-specific lgE levels were deter-

mined by EuSA. The number of lFN-r+CD4+

and lL-4+CD4+ ceHs vvas determined using Gua-

va PCA. The lFN-㍗+CD4+/lL-4+CD4+ cell ratio

was calculated from the mean lFN-㍗+CD4+ cell

number against the mean lL-4+CD4+ cell num-

ber. The data is presented as mean土SD. *p<

0.05 (compared to control).

比較してアレルギー症状の軽減,血清抗コナヒョウヒダ

ニ特異IgEレベルの減少および牌臓IFN一γ+CD4+/IL-

4+CD4+細胞比の上昇を観察した35)｡また, Fig. 3に

示すようにL. cri*atus KT-11株を添加したマウスバイ

エル板細胞培養系において, TLR2,NODlおよび

NOD2の遺伝子発現量が無添加の場合と比較して有意

に増加することを明らかにした35)｡これらの結果は,

腸管のパイエJt/板から取り込まれたL. cri*alus KT111

株は, TLR2,NODlあるいはNOD2を刺激することに

よりThl免疫応答を増強し, Th上/Th2バランスの改善

を介してアレ)I/ギ～症状を軽減することを示唆するもの

であり,アレJt/ギー性皮膚炎に苦しむペットのための抗

アレルギー作用を有したペットフード素材として利用が
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Fig. 3　Expression indexes of TLR2, TLR4, NODl and

NOD2 mRNAs in C3H/HeN mouse Peyer's patch

ceHs cultured with heat-treated L. crLSPatuS KTl

H or JCM1185T. Peyer'patch cells were cul-

tured without bacterium (contro一) or with 100

FEg/mL bacteria for 3 hrl The expression of TLR2,

TLR4, NODl and NOD2 mRNAs was analyzed

uslng real time RT-PCR. The data is presented as

mean士SD. *p<0.05. **p<0.01. ***p<0.001

(compared to control).
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大いに期待される｡現在,本菌株の臨床的効果の検討を

進めている.なお, L. crispatusは, L. acidophilus, L.

amylouorus, i. gasseri, I,. galliliarumおよびL joh耶Onii

と同様に, L. acidophilusグループに属する乳酸菌であ

る69)0 L. acidophilus, L. gasseriおよび上. johnsoldiは,

アレルギーモデルマウスに経口投与するとアレルギー応

答を減少させることが報告されている33,36･70)｡著者らの

結果は, L. crisIPatusもL. acidoIPhilusグループに属する

他の乳酸菌と同様に,抗アレルギー作用を有することを

示すものである. Ishida etal.71)は乳酸菌の免疫調節活

性の強弱が菌種ではなく菌株に依存することを報告して

いる｡ L. crispatus KT-11株は,マウス肺臓細胞培養に

おいてL. acidoIPhilusおよび上. crisIPatus標準菌株と比

べてThl免疫応答を強く誘導したことから,エ.

acidophilusグループまたはL. crispatus種としてではな

く, KT-11株として強いThl免疫誘導活性を有するも

のと考えられる｡

あわりに

2007年に米国等において有害物質であるメラミンが

混入したペットフードが原因となり,多数のイヌおよび

ネコが死亡する事故が発生した｡そのために,わが国に

おいてもメラミン混入ペットフードの輸入販売の禁止に

至ったことの報道は記憶に新しいことと思う｡メラミン

問題を受け,わが国では農林水産省および環境省が合同

で有識者による｢ペットフードの安全確保に関する研究

会｣を設置し, 2009年6月1日からはペットフードの

安全性の確保を図るため, ｢愛玩動物用飼料の安全確保

に関する法律(ペットフード安全法)｣の施行に至って
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いる｡このような背景から,ペットフードやペットのサ

プリメントの規格や安全性の基準が厳しく監視されるよ

うになっただけでなく,市場においてもペットフードや

サプリメントに対して高い安全性とエビデンスの信頼性

が望まれている｡

乳酸菌の抗アレルギー作用に関する研究は,培養細胞

やマウスを用いた実験から始まりヒトでの臨床試験にま

で至っており,乳酸菌は免疫機能を調節する食品素材と

して確固たる地位を築いている｡乳酸菌の持つアレル

ギー軽減メカニズムとペットの免疫系を考えると,ペッ

トのアレルギーの軽減を目的とした乳酸菌の利用を多い

に期待するところである｡
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